
〇基礎情報

（施策のねらい）
１　施策指標と実績（Do）

（評価の見方） Ｓ 事業の指標を概ね（80%）達成し、成果があがった Ａ 事業の指標は達成できなかったが、成果はあがった Ｂ 事業の指標を概ね（80%）達成し、成果は今後見込める
Ｃ 事業の指標は達成できなかったが、成果は今後見込める Ｄ 事業の指標を概ね達成したが、成果は見込めない Ｅ 事業の指標を達成できず、成果も見込めない
Ｚ 未着手事業（計画していたが未実施に終わった） 実績なし 事業実施の体制は整えていたが、実績がなかった（実施計画期間中で当該年度は実施予定のないものを含む）

２　政策的事業の実績（令和2年度）

総人工 総時間 一人あたり月平均
施策目標 6 　思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる 関山　知子

管理職 左記以外
3 人 9 人

4 0

5 0

青少年会館の利用者数 153,116人 110,000人

23.24 人 1,937 時間

18校 19校 18校 18校 18校

　子どもたちの居場所づくり

小学校ふれあいプラザ利用者数 36,355人

6

再任用短時間 会計年度任用職員 派遣職員
人 0 人

2

小学校ふれあいプラザ開設校数

40,000人 34,627人 32,186人 5,352人
3 0

事務
改善

休・
廃止

0

宇宙記念日関連事業の
開催回数

新型コロナウイルス感染拡大下においても、安全安心な開催が
できるよう、運営を担っていただく地域の方々へガイドラインをお
示しし、放課後の小学校施設を居場所として開設した。子どもが
安全安心に過ごせる居場所を確保するとともに、地域との交流
や異年齢交流を図ることができた。

37,000人
19校

①年間参加人数②実施
校数

17,907,765

事務事業評価表

課名 青少年課 作成責任者 常勤職員 常勤職員以外 総従事者 時間外勤務時間

1 　青少年育成の推進
施策指標名

4次実施計画の
現状値

目標値
（R2年度）

実績値
H30年度 R元年度 R2年度

17.9 時間4 人 26

事務事業の取組結果と成果（効果）　（Plan　/　Do）

R2実績値
どうなったか（生まれた成

果・効果）
どう働きかけた結果

（手段・方法）
R2目標値事務事業の指標

Ｒ元決算(円) R2決算(円)
取組
時間

評価

事業終了（R1）体験学習センター整備工事完了により事業終了 ―整備目標

124,970人 79,083人 27,559人

6,456,171

変動
なし

Action

No.
事務事業

(第4次実施計画)
施
策

従事
者数

会計
区分

Ｒ元予算(円) R2予算(円) 何・誰に対して
（対象）

3,310,885 0

2

茅ヶ崎ゆかりの宇宙
飛行士関連事業
（(仮称)宇宙まつり及
び宇宙記念日関連
事業）

1 0.63 一般

1,000,000

実績
なし

-
4,885,000 0

5回

次世代を担う子どもたちを始め、多くの市民を対象に宇宙記念
日事業を開催する予定であったが、新型コロナウイルス感染症
拡大防止の観点から中止とした。関連事業として、3回目の宇宙
飛行に挑んだ茅ヶ崎ゆかりの宇宙飛行士野口聡一さんの打ち
上げ応援事業等に取り組み、子どもたちの宇宙への夢を育む
きっかけとなった。

１回

1
（仮称）茅ヶ崎公園
体験学習施設整備
事業

1 0.00 一般

Ａ

816,048 0

3
小学校ふれあいプラ
ザ事業

2 0.68 一般

22,761,000 20,782,000

Ｓ 増加

0

5,352人
12校

Check



体験学習センター開館により№89「（仮称）茅ヶ崎公園体験学習
施設運営業務」に移行

子どもから高齢者まで、あらゆる世代を対象に体験学習に係る
オンライン動画の配信や施設での収穫体験を実施した結果、コ
ロナ禍での学びや体験を推進することができた。

小学生を対象に、豊かな自然環境での生活を通じて、自然に親
しみ、仲間と協力して集団生活を行うことにより、小学生及び
ジュニアリーダーのリーダーシップを養うことを目的として例年実
施している。宿泊を伴わない事業実施方法等について検討を進
めたが、新型コロナウイルス感染まん延防止のため中止とし
た。

令和元年度をもって終了。

次世代を担う子どもたちを始め多くの方々を対象に宇宙に関す
る夢や希望を育んでいただくため、「宇宙飛行士展示コーナー」
を開設するとともに、宇宙教室を動画配信形式で開催し、宇宙
への興味や関心を育む機会となった。

海岸青少年会館移転業務完了により事業終了

子ども会に加入する子どもたちを対象に、実体験を伴う交流の
機会を設けたり、研修を実施したりしているが、新型コロナウイ
ルス感染まん延防止のため中止とした。

減少

3,696,000 1,878,000

実績
なし

19学区

防災無線による見守りの呼びかけ、のぼり旗の設置などの啓発
活動を行い、子どもの安全を守るまちづくりの推進に努めた。ま
た青少年育成団体等の協力のもと、夜間や通学路におけるパト
ロールを行い、犯罪の未然防止と防犯意識の向上を促進した。

１９学区
子どもの安全活動に係
る支援学区数

Ａ

1,303,884

5
インターネット有害情
報監視事業

1 0.42 一般
1,192,000 1,004,000

1,038,324 1,002,513

減少Ｓ

2,620件/月4,500件/月
小・中学校に係るイン
ターネット上の検索件数

主に中学生のインターネット上への書き込みを検索し、内容に
応じて関係機関と密に連携・協力のできる体制を整えることで、
指導や保護者との相談につなぐことができ、課題の解決の糸口
となった。

4
子どもの安全を守る
都市の推進

1 0.21 一般

1,424,000 1,484,000

1,419,718

359,406 35,000

7
主催事業の開催（海
岸青少年会館）

2 0.00 一般
0 0

Ａ 減少

35,000

6
主催事業の開催（青
少年会館）

2 1.94 一般

546,000

0 0

7事業
（オンラインにより動
画7本を配信）

事業終了（H30）

８０事業

0事業

主催事業の開催回数

主催事業の開催回数

青少年の余暇活動の推進の一環として事業を計画をしたが、新
型コロナウイルス感染症拡大防止の観点より事業を中止せざる
を得なかった。しかしながら、来館はしなくても余暇を充実させ自
宅で学びができる動画配信（やオンライン講座）を実施し新たな
体験学習の機会を提供した。

-
実績
なし

65,116

9
自然体験教室の開
催

1 0.34 一般

834,000 0

640,504 0

減少 ●Ａ
14事業
（オンラインにより動
画14本を配信）

-

50事業

80.0%

自主事業の開催回数

参加満足度

-
0

8
（仮称）茅ヶ崎公園
体験学習施設運営
業務

2 3.80 一般
1,150,000 161,000

912,883

事業終了（R1）

オンライン実施
2回（動画5本を配
信）

32年度12月

４回

青少年育成のつどい開
催時期

宇宙教室開催回数

10
青少年育成のつど
いの開催

1

減少

減少Z

Ａ

211,299 0

事業終了（H30）

0単子
0人

事業終了（Ｈ30）

２５単子
１７０人

会館仮設棟の賃貸借期
間

子ども会交流事業への
参加子ども会数及び児
童数

0.00 一般
385,000

Z

0

13 子ども会育成事業 1 0.15 一般

84,000 0

76,782 0

-
実績
なし

3,245,536 1,652,515

12
海岸青少年会館移
転事業

2 0.00 一般
0 0

0

変動
なし

●11

茅ヶ崎ゆかりの宇宙
飛行士関連事業（宇
宙飛行士展示コー
ナー関連事業費）

1 0.57 一般



小学生までの子どもたちを対象に、指定管理者により子どもの
家の管理運営を行った。安全安心な居場所となるよう指定管理
者へガイドラインを示し、各館の工夫等も情報共有しながら価値
向上に努め、安全・安心な居場所が確保された。

主に中学生を対象に、子ども会の意義や地域活動の大切さ等
についての講座を開催し、リーダーとして必要な基礎知識や技
術を身につける機会とし、ジュニアリーダーを養成するために実
施しているが、新型コロナウイルス感染まん延防止のため中止
とした。

子どもたちを対象に、地域の方々の協力により、学区ごとに
様々な遊びや体験を通して交流を深める場が提供され、地域で
子どもたちを育成する機会とするために例年実施しているが、
新型コロナウイルス感染まん延防止のため、中止とした。

海岸青少年会館閉館により事業廃止

新成人を対象に、実行委員会形式により成人のつどいを開催す
ることにより、成人としての自覚を促すとともに、社会の一員とし
て力強く生き抜いていこうとする新成人を祝福、激励することを
目的に実施。
新型コロナウイルス感染まん延防止のため、当日は実行委員
のみが会場に集まり、式典及び記念事業をを動画共有サイトで
ライブ配信するオンライン開催とした。また、2週間アーカイブ配
信を行った。

青少年指導員を対象に、青少年育成の実践に役立つ研修を開
催する予定だったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観
点から中止とした。
　同様に、子ども会新役員研修も中止とした。

地域における青少年の自発的活動の支援やその育成組織の活
動を推進している青少年指導員を支援することにより、青少年
の健全な育成が図られた。

小学5・6年生を対象に、子ども会でのインリーダー養成のため、
令和2年度は秦野市・諏訪市とともに事業を実施する予定だった
が、新型コロナウイルス感染まん延防止のため中止とした。

ジュニアリーダー養成講
座開催数

19学校区の実施

子どもたちが自然の中でのびのびと五感を使い、創造性を育
み、活発に遊ぶことができる場所を設けることにより、青少年の
育成及び子どもの多様な居場所を運営するため、委託事業とし
て実施している。新型コロナ感染防止のため事業中止としたが、
ウィズコロナの視点で事業実施できる方法等について情報収集
を行った。

研修実施回数

愛のパトロール実施地
区数

成人のつどい参加対象
者の式典参加率

参加者満足度

冒険遊び場事業開催数

0.25 一般

23,870,000

6,363人39640利用者数（年間）

減少

-

Z

23,870,000 21,653,946

15
ジュニアリーダー養
成講座の開催

1 0.23 一般

100,000 0

Ａ 増加

24,488,000

14
子どもの家の管理業
務委託

2

69,654 0

年間0回

0学区

事業廃止（H30）

年間4回

実績
なし

0

17
はまかぜコンサート・
海青祭の開催（海岸
青少年会館）

2 0.00 一般
0 0

0 0

減少Z16 子ども大会の実施 1 0.32 一般
1,520,000 0

1,492,159
19学区

イベントの実施イベントの実施

1,162,997 1,330,538

19
青少年育成指導者
研修

1 0.16 一般
25,000 0

Ａ 増加

1,664,000

18 成人のつどい事業 1 0.56 一般

1,646,000

0 0
減少Z

オンライン開催
（ライブ配信同時最
大接続数：427、アー
カイブ配信視聴回数
3,205）

0回

75.0%

３回

3,054,359

21
遊び体験教室の開
催

1 0.06 一般

421,000 0

341,181 0

変動
なし

Ａ

減少Z

20
青少年指導員活動
支援

1 0.34 一般
3,552,000 3,631,000

3,040,875
15学区

-

19学区

80.0%

Ｃ

400,000

22 冒険遊び場事業 1 0.15 一般

400,000

年間0回年間１２回

400,000 58,304

減少



３　実施計画事業（政策的事業（政策的事業のない課かいは一般管理事務等））の総括評価

23
はまかぜ菜園管理
運営事業（行政提案
型協働推進事業）

1 0.00 一般
654,000 0

654,000 0
事業終了（R1）年間20日事業実施回数協働推進事業終了により事業終了

実績
なし

-

合計

　人工・事務事業費・事務事業指標達成度の結果にかかる分析（Check）　／　今後の展望（Action）
　青少年課の令和2年度の事務事業数は33事業あり、うち政策的事業は23事業である。政策的事業の評価結果は「S」2事業、「A」8事業、「C」1事業、「Z」6事業、実績なしが6事業となっている。
　職員の時間外勤務は1,937時間でそのうち766時間は保健所応援業務等による時間外であり、課の業務としての時間外は1,171時間である。前年度と比較し、総時間で689時間、1人あたりの月平均は7.1時間削減でき
た。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、一部の事業を休止したこと等が主な要因として考えられる。
　施策指標の目標値に対し、小学校ふれあいプラザ利用者数は大きく満たない状況であったが、要因は小学校の休校期間中事業を中止としたこと、また主な活動場所が体育館であることから暑さ等を考慮し、事業再開
時期を9月以降、実施の準備が整ったところから順次再開することとしたことによるものであると考える。また小学校ふれあいプラザ開設校数についても目標値に満たなかった。未開設校における取り組みとして、令和2年
度にアンケートを実施する予定であったが、異例の年度となったことからアンケート実施を見合わせたため、開設に向けた進展はなかった。青少年会館の利用者数は、青少年会館のみとなった令和元年度より大きく減少
している。昨年度からの減少の要因としては、緊急事態宣言による４月から６月の閉館。その後の新型コロナウイルス市内感染まん延防止の観点からの夜間利用停止、会館内一部利用停止、利用人数の制限、事業の
中止による影響と考える。今後においても、安全・安心な施設の管理運営を行っていく。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、一部の事業は実施できなかったが、「ジュニアリーダー養成講座の開催」については、本講座を受講した後入会することとなっている茅ヶ崎市ジュニア・リーダーズ・クラブと協
議を行い、講座の受講希望者が意欲を維持できるよう、ジュニアリーダーの活動を知るためプレ会員として入会できる環境を整えた。また、ジュニアリーダー養成講座参加につながることを意識しながら実施してきた「遊
び体験教室」や「自然体験教室」が実施できなかったことから、ジュニアリーダー養成講座受講を促せるよう、市内小学校6年生の全児童に学校を通じてちらしを配布したりする等、代替の取り組みを実施した。
　「小学校ふれあいプラザ事業」や「子どもの家管理業務委託」については、安全・安心に実施・開館できるようガイドラインを作成し、新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮した居場所の確保に努めた。いずれの事業も
休止期間があったこと等から、目標を達成することはできなかったが、多様な居場所の確保の一助となっている。
　「成人のつどい事業」については、ライブ配信、アーカイブ配信ともに対象となる新成人の方にのみアドレスをお知らせする限定配信とした。今回対象となる新成人は2,413名であったため、アーカイブ配信においてはこ
れを上回る視聴数となった。
　育成担当で実施している青少年健全育成事業は、対面型で仲間づくり等も重視し事業を実施してきたことから、今後はウィズコロナの視点を取り入れた事業実施方法について、関係団体等とも情報交換をしながら、検
討を進めていく。
　体験学習センター、青少年会館では、新型コロナウィルスの影響により年度当初から約3か月間、休館となったこと等から利用者数は大きく減少したが、感染防止対策を徹底することにより、施設の貸し出しを再開し、市
民活動を支援することができた。
　当初予定していた主催事業はすべて中止となったが、オンライン動画の配信により、自宅で学び、楽しむ機会を提供することができた。
　体験学習センターでは、動画配信のほか、屋外広場を利用したエンドウの収穫体験等、コロナ禍で実施可能な取り組みを模索し、実施した。令和3年度も新型コロナウィルスの影響が続くことが予想されるが、これまで
同様、感染防止対策に努め、市民活動の場の提供の役割を果たすとともにオンライン動画の配信についても、登録団体の紹介等、新たな事業展開を図っていく。
　施設の運営面では、職員体制の強化による利用者の利便性の向上を目指し、月1日の休館日を週1日に変更することとし、パブリックコメントを実施した。令和3年度は休館日の見直し、通常料金移行の周知等、適切な
情報発信に努めたい。
　青少年会館の主催事業の開催は、これまで、参加者を一同に会する形で講座等を実施してきが、新型コロナウイルス感染症の影響により事業の実施が困難であったことから事業数が大幅に減少した。今後は、新たな
生活様式に照らしながら安全・安心して学びができるようICTを活用した講座等を行っていく。

R2予算（円） 55,527,000

R2決算（円） 36,612,346



４　Actionにチェックの入った今年度「事務改善」を行う事業
No.

５　Actionにチェックの入った今年度「休・廃止」を検討する事業
No.

8 （仮称）茅ヶ崎公園体験学習施設運営業務

　新型コロナウィルスの影響により対面方式の事業の実施が困難となる中、新たに実施したオンライン動画の配信は、コロナ禍でも自宅で楽しむことができる体験学習の
機会の提供として成果があった。動画作成の経験のない職員が担当することから、当初は身近な材料を使った工作動画が中心となったが、その後、前年度に実施した事
業を動画に置き換える等、次第に内容の充実を図ることができた。令和3年度は体験学習センターで活動する登録団体にスポットを当てた動画の作成を予定しており、コ
ロナ収束後を見据え、多世代交流の取り組みに展開できるよう、登録団体とのさらなる関係性の構築に努めたい。

-
　現在実施している事業は施策目標を実現するために、いずれも必要な事業であり、ウィズコロナの視点で事業内容を見直す必要はありつつも、休廃止できる事業はな
いため。

事務事業（検討事業がない場合は - ） 休・廃止検討の理由（1事業も検討できない場合はその理由を記載）

-

事務事業（事業がない場合は - ） 事務改善の内容

11
茅ヶ崎ゆかりの宇宙飛行士関連事業（宇宙
飛行士展示コーナー関連事業費）

　茅ヶ崎ゆかりの宇宙飛行士展示コーナーはこれまで神奈川県藤沢土木事務所汐見台庁舎の一画をお借りし管理人を配置し運営してきたが、財政健全化緊急対策を
きっかけに、より多くの市民の皆様に見ていただけるよう検討を重ね、本庁舎1階市民ふれあいプラザに移設し、運営することとした。


